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草 に は な く木 に あ る も の*
-樹幹とバイオサイエンスの戦略一
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を GC-MSによって正確に定量すると,1)このホルモンは冬季においても針葉樹19-21)や広葉 樹 20b)樹幹







活動開始に関しては a)樹幹のオーキシンに対する感受性が季節により変化する19)｡ b)もっと早 く流れ
るシグナルによって形成層はオーキシンを作るか,オ-キシソを遊離状態にする｡ C)オーキシンの極性輸
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b 51A~ Pti= - ':11･Tlr-
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